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近

世

絞

油

業

議

達

の

(
上
)

住

谷

勇

ー一
-一

lヨ

* 
一
、
は
し
が
き

二
、
近
世
続
油
業
の
成
立

一
ニ
、
明
和
七
年
の
仕
法
改
定
(
以
上
本
競
所
載
)
四
、
種
物
問
屋
・

油
問
屋
白
濁
占
と
校
油
業

五
、
天
保
一
二
年
の
仕
法
改
正

六
、
天
保
三
年
以
後

七
、
む
ナ
び

Iま

:it1~ 

ヨf

L-

我
が
園
近
世
に
於
け
る
都
市
は
、

一
方
に
於
て
銭
園
政
策
の
矯
に
著
し
く
制
限
さ
れ
た
が
、
他
方
武
士
の
都
城
集
中
と
参
親
交
代

下以頁

。
五

の
都
市
に
は
美
大
友
直
接
消
費
財
的
商
品
が
集
中
さ
れ
ね
ば
友
ら
友
か
っ
た
。
か
L

る
都
市
の
最
も
典
型
的
な
も
の
が
江
戸
で
あ
る
。
↑
b第史市医大

制
度
と
に
よ
っ
て
著
し
く
増
進
さ
れ
、
欧
洲
中
世
に
見
ざ
る
泡
大
な
姿
を
呈
し
た
。
併
し
そ
れ
ら
の
都
市
は
欧
洲
中
世
の
そ
れ
の
如

〈
地
方
的
工
業
都
市
町
ち
生
産
的
都
市
で
る
る
よ
り
も
著
し
く
寄
生
的
消
費
都
市
の
色
彩
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
そ
れ
ら

か
く
て
江
戸
に
は
地
方
か
ら
多
数
の
商
品
が
集
中
し
た
の
で
る
る
が
、
米
・
棉
・
木
綿
・
酒
・
醤
油
・
油
等
多
く
の
も
の
は
関
西
か
ら

選
ら
れ
た
の
で
る
っ
た
出
此
所
で
問
題
と
す
る
油
に
就
い
て
も
、
天
保
四
年
一
年
間
の
江
戸
廻
着
の
油
は

三
高
九
千
七
百
十
三
樽

大
阪
よ
り

ニ
高
千
六
百
四
十
樽

灘
目
よ
り

近
世
絞
油
業
の
愛
蓮

第
四
十
六
巻

プて

第
四
披

一
一



近
世
絞
泊
業
の
愛
建

第
四
十
六
巻

第
四
競

四

ノ、

三
高
千
七
百
三
十
八
樽

尾
張
伊
勢
駿
河
三
何
よ
り

千
百
八
十
二
将

格
州
よ
り

一
高
千
四
百
三
十
六
栂

江
戸
地
創
り

と
た
っ
て
ゐ
り
、
叉
弘
化
三
年
頃
江
戸
で
消
費
さ
れ
た
油
十
一
高
樽
の
中
約
十
高
得
は
東
海
道
及
関
西
の
も
の
で
、
闘
東
産
は
僚
か

に
一
高
樽
と
桶
せ
ら
れ
て
ゐ
る
%
か
く
の
如
〈
江
戸
消
費
泊
の
大
部
位
も
諮
り
出
し
的
大
阪
京
都
そ
の
他

κ
も
供
給
し
た
関
西
は
近

世
絞
油
業
の
巾
心
で
ら
っ
て
、
例
へ
ば
丈
化
十
四
年
か
ち
丈
政
九
年
迄
に
大
阪
が
取
扱
っ
た
日
間
は
一
年
平
均
十
瓦
寓
九
千
百
二
十
栂

の

と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
是
れ
本
稿
が
殆
ど
闘
西
の
欣
態
の
み
を
述
べ
て
敢
て
近
世
絞
油
業
と
題
す
る
所
以
で
あ
る
。

本
稿
は
先
づ
闘
四
絞
油
業
特
に
江
戸
下
り
油
生
産
の
中
心
掛
津
河
内
和
泉
に
.
い
か
に
し
て
近
世
絞
泊
支
が
成
立
し
た
か
を
述
べ
、

績
い
て
明
和
七
年
天
保
三
年
の
泊
仕
法
改
正
に
硯
鰯
を
置
い
て
そ
の
後
の
設
展
を
説
き
、
近
世
絞
油
業
譲
遠
の
概
殺
を
企
闘
す
る
も

の
で
あ
る
。
明
和
度
天
保
度
の
改
革
の
全
貌
を
検
討
す
る
事
は
徳
川
幕
府
産
業
政
策
史
の
上
か
ら
又
近
世
商
業
史
の
上
か
ら
茜
興
味

あ
る
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
稿
の
目
的
で
は
・
泣
い
。
此
所
で
は
専
ら
絞
泊
業
務
展
の
契
機
と
し
て
把
へ
た
に
過
ぎ
泣
い
。
備
本

稿
は
絞
油
業
の
内
部
機
構
に
就
い
て
殆
ど
燭
れ
る
所
な
〈
外
延
的
後
建
の
概
観
に
終
始
し
た
。
生
産
の
内
部
機
構
に
闘
す
る
研
究
が

必
要
で
る
る
事
は
云
ふ
迄
も
・
な
い
が
、
近
世
絞
油
の
生
産
形
態
・
技
術
の
褒
建
は
極
め
て
遅
々
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
之
を
時
代
的

に
匝
分
し
て
論
じ
え
た
い
程
で
あ
り
、
叉
地
域
的
に
致
遠
の
程
度
を
異
に
し
て
ゐ
る
の
で
、

一
際
本
稿
か
ら
切
り
離
し
た
次
第
で
る

る
。
此
の
間
題
は
別
に
「
近
世
絞
油
業
の
生
産
機
構
」
と
題
し
て
護
表
ナ
る
積
り
で
あ
る
。
雨
者
相
照
合
し
て
忌
枠
友
き
批
判
を
賜
り

た
い
。

ヲk泊一件、(醤農商務省蔵、犬匝市役所隼常本)
言者色調類集、水油生峨之部第一五降、(京大経済事部影1fi&本)
水袖一件
高橋亀吉、徳川封建経済白研究室善照
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ー
一
抵
世
綾
油
業
の
成
立

開
閉
の
泊
が
江
戸
に
下
っ
た
の
は
近
世
一
初
期
慶
長
年
間
で
あ
っ
た
1

近
世
枇
舎
の
成
立
と
時
を
同
じ
〈
し
て
逮
〈
江
戸
へ
没
り
出

す
程
閥
四
の
絞
油
業
が
務
達
し
て
ゐ
た
と
と
は
、

一
見
驚
異
に
値
す
る
事
責
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
更
に
中
世
に
湖
る
と
と
に
よ
っ
て

容
易
に
理
解
し
得
る
事
で
あ
る
。

中
世
に
於
て
既
に
或
る
程
度
の
商
品
生
産
が
受
注
し
て
ゐ
た
事
は
近
来
特
に
明
か
に
さ
れ
て
来
た
が
、
油
も
亦
中
位
に
於
け
る
願

箸
な
る
向
口
聞
の
一
つ
で
る
っ
た
。
か
自
主
る
・
向
口
聞
と
し
て
の
油
は
多
〈
山
域
・
大
和
の
地
に
生
産
せ
ら
れ
た
が
、
是
れ
は
畿
内
が
車
に

中
町
絞
仰
の
中
心
地
を
た
し
て
ゐ
た
の
み
た
ら
や
州
の
主
攻
る
顧
客
が
枇
寺
や
公
家
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
営
然
の
事
で
る
ら

う
3

就
中
最
も
代
表
的
友
も
の
と
し
て
山
城
の
大
山
崎
油
紳
人
や
大
和
符
坂
座
が
あ
っ
た
同
前
者
は
離
宮
八
幡
宮
を
、
後
者
は
興
問

寺
を
各
k

背
後
勢
力
と
し
て
特
檎
的
器
業
を
績
け
た
の
で
あ
る
。
殊
に
貞
親
元
年
そ
の
枇
司
が
蒋
胡
腕
の
油
を
製
し
た
に
始
る
と
云

は
れ
る
山
崎
の
油
紳
人
は
、
鎌
倉
末
か
ら
室
町
時
代
の
初
期
に
か
け
て
約
百
五
十
年
の
間
最
も
活
躍
し
原
料
は
速
く
橋
脚
府
・
備
前
・

伊
議
・
阿
波
に
迄
求
め
、
之
を
山
崎
に
て
加
工
し
て
油
と
た
し
再
び
山
城
・
近
江
・
丹
波
・
擦
待
・
美
濃
・
尾
張
・
和
泉
・
河
内
に

配
給
し
た
の
で
あ
る
。

4

尤
も
そ
の
原
料
た
る
や
胡
腕
・
符
胡
腕
或
は
木
賞
で
あ
っ
て
後
の
契
稜
・
綿
智
油
と
は
異
る
が
、
之
に
よ
っ
て

絞
油
業
が
中
世
に
於
で
か
な
り
愛
達
し
て
ゐ
た
事
を
知
り
得
る
。
勿
論
経
済
の
時
間
違
は
山
崎
油
榊
人
や
符
坂
庄
の
澗
占
を
そ
の
ま
L

に
沿
か
や
、
慮
、
水
頃
に
は
揖
詳
の
道
組
小
路
(
現
在
三
島
郡
道
組
本
)
天
王
寺
小
村
(
現
在
大
医
市
鶴
橋
町
)
住
吉
引
退
里
小
野
(
現
在
住
吉
紳
祉

附
近
)
等
に
絞
油
業
が
相
次
い
で
接
頭
し
、
山
崎
油
榊
人
や
符
坂
座
に
針
抗
す
る
に
至
っ
た
が
、
向
山
崎
泊
紳
人
の
勢
力
の
如
き
は
容

近
世
絞
油
業
の
愛
達

第
四
銃

王E

第
四
十
六
巻

プて

搾泊i監脇(日本財政純済史料第三巻一一二頁〉
主要岡武、大和!の諸庫(腿史地理六十四ノ三、二01'0
前掲論文及び、小野均、抽im人としての大山崎神人(枇曾経済史事ーノ四)
小里子均、前掲論文(祉曾維持奥単一ノ四、五回頁)
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近
世
絞
油
業
の
護
建

第
四
十
六
巻

六
二
四

比
四
四
掠

ー
ムノ、

易
に
衰
へ
や
、
京
都
在
住
の
油
屋
も
多
く
は
山
崎
油
紳
人
と
稽
し
、
又
近
江
小
秋
の
泊
庄
の
如
き
も
山
崎
泊
榊
人
の
支
配
を
受
け
た

ι〉

で
あ
るh

" 

然
る
に
中
世
枇
曾
の
終
誌
を
告
げ
る
膝
仁
の
飢
は
山
崎
油
榊
人
の
軍
要
市
揚
た
る
京
都
を
戦
揚
の
巷
と
化
し
、
更
に

X
山
崎
の
地

も
馬
蹄
に
膝
糊
さ
れ
て
絞
油
業
者
は
各
地
托
逃
散
し
、
皆
同
て
庚
大
友
る
市
揚
を
狽
占
し
た
山
崎
の
油
座
も
次
第
に
衰
退
の
過
程
を
辿

る
に
至
っ
た
。
町
績
い
て
信
長
に
よ
る
山
崎
の
油
皮
の
特
楼
打
破
の
如
き
、
た
と
へ
後
に
秀
吉
に
よ
っ
て
復
活
さ
れ
た
日
は
一
式
で
漸

〈
中
町
の
庇
に
よ
る
絞
仙
北
か
ら
紅
世
的
絞
泊
誌
へ
の
特
矧
を
到
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
。
勿
論
そ
の
後
も
山
崎
K
絞
泊
業
が
行

は
れ
た
の
は
事
貸
で
る
る
。
一
冗
和
年
聞
に
は
豊
岡
枇
に
股
明
泊
を
納
め
、
慶
長
年
間
始
め
て
江
戸
に
油
を
沿
っ
た
の
も
大
山
崎
八
幡

山首

ω社
司
川
原
崎
某
と
停
へ
ら
れ
噌
元
和
一
一
年
に
始
る
と
云
ふ
京
口
油
問
屋
も
泊
を
城
州
山
崎
並
に
近
在
絞
納
屋
よ
り
買
集
め
た
と

云
門
町
、
又
伊
原
問
鶴
の
「
松
山
田
」
に
も
山
崎
油
商
人
の
事
が
害
か
れ
て
ゐ
る
吋
併
し
か
L

る
絞
油
業
は
既
に
中
世
的
特
槽
か
ら
放
た
れ
他

方
に
績
出
す
る
競
争
者
に
針
抗
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
唯
の
絞
油
業
と
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
持
に
庭
、
水
以
来
の
競
争
者
の
中
で
も
注
目

ナ
ペ
き
は
、
強
力
左
大
山
崎
油
紳
人
の
塵
迫
に
耐
へ
て
近
世
迄
勢
力
を
失
は
・
な
か
っ
た
住
吉
遠
里
小
野
の
油
商
人
で
あ
っ
て
、
菜
種

泊
も
遠
里
小
野
の
若
野
氏
に
よ
り
て
始
め
ら
れ
、
今
迄
の
長
木
に
よ
ら
や
捧
押
木
に
よ
っ
て
盛
に
絞
っ
た
と
い
ふ
。
そ
れ
が
山
崎
に

大
左
る
打
拍
車
を
奥
へ
た
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
中
世
の
木
賞
油
・
荏
胡
麻
油
か
ら
近
世
の
菜
種
油
へ
の
推
移
が
、

そ
の
ま
L
山
城
大

和
か
ら
搭
津
へ
と
一
五
ふ
生
産
地
の
地
理
的
出
現
遜
と
し
て
現
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
軍
な
る
偶
然
と
は
考
へ
ら
れ
友
い
の
で
あ
る
。
既
に
一
冗

藤
三
年
の
「
人
倫
訓
蒙
闘
糞
」
に
は
泊
は
『
む
か
し
山
崎
を
名
物
と
し
て
今
は
な
し
』
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
尤
も
際
仁
の
胤
乃
至
信
長

の
座
破
却
以
来
の
山
崎
泊
一
脚
人
の
衰
退
に
際
し
て
、
彼
等
は
唯
徒
ら
に
そ
れ
を
嘆
じ
て
自
滅
に
任
せ
た
の
で
は
た
か
ら
う
。
恐
ら
〈

5) 小野均、前掲輸丈(前掲帯主十五買〉
6) 魚E畳津井、離宮八幡と大山崎拍雨i人一一一頁
7) 前掲書 司三百 8) 前掲審問頁
9) 搾f血濫協(日本財政経済史料三ノ一一八)泊問屋起原沿革(前掲害三ノーO八)
.cl) 京口江芦口前問屋株名前帳(奮農商務省蔵、大限布役所筆総本)
11) 岩波文庫版二七買



彼
等
の
蓄
積
さ
れ
た
資
本
を
擁
し
て
新
興
の
近
世
都
市
へ
業
を
移
し
、
新
し
い
褒
展
に
梓
さ
し
た
も
の
も
多
い
で
あ
ら
う
。
山
崎
八

幡
宮
に
献
ぜ
ら
れ
た
大
阪
油
問
屋
の
幾
多
の
燈
箆
を
見
て
も
、

た
と
い
ふ
鞍
よ
り
考
へ
で
も
、

叉
油
神
人
補
任
の
儀
式
た
る
判
紙
の
祝
儀
が
文
化
年
間
迄
績
け
ら
れ

一
概
に
之
を
否
定
す
る
事
は
出
来
友
い
。
他
方
菜
種
油
を
始
め
た
遠
里
小
野
そ
の
他
の
油
商
人
も
亦

一
冗
和
の
頃
陀
は
大
阪
へ
移
っ
て
ゐ
る
の
で
る
る
円
泡
大
友
都
市
の
成
立
は
近
世
経
済
の
軍
要
な
特
色
で
あ
る
。
一
刑
寺
や
公
円
余
を
需
要

者
と
し
た
中
世
の
油
に
針
し
て
近
世
の
油
は
都
市
の
武
士
・
庶
民
と
云
ふ
泡
大
友
消
費
者
居
を
需
要
者
と
し
た
。
中
世
の
商
品
経
済

の
中
心
た
る
近
畿
を
背
後
に
持
っ
て
近
世
粧
済
の
中
心
地
と
た
っ
た
大
阪
に
絞
油
業
が
自
然
吸
牧
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
必
然
の
越

程
と
見
友
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。

ム

7ι
陀
扮
し
て
江
戸
は
疋
五
十
八
年
比
家
康
が
城
主
と
恋
っ
た
が
尚
強
涼
た
る
ま
L

で
.
慶
長
八
年

K
E
つ
ピ
町
制
が
行
は
れ
大
名

の
参
観
す
る
も
の
も
多
く
、
漸
く
城
下
町
た
る
の
態
を
注
し
つ
L
あ
っ
た
。
し
か
も
『
そ
の
時
代
ま
で
は
東
の
方
平
地
の
分
は
と
L

も
か
し
こ
も
汐
入
の
蒲
原
西
南
の
方
は
び
ゃ
う

/
L
と
萱
原
武
競
野
へ
つ
Y

き
』
ー
と
い
ふ
来
閲
の
地
で
る
っ
た
か
ら
そ
と
に
城
下
町

の
形
成
さ
れ
る
と
共
に
寧
ろ
経
済
の
設
建
し
た
開
聞
か
ら
商
品
が
流
入
す
る
の
は
自
然
の
勢
で
る
る
。
油
も
亦
慶
長
年
聞
に
陸
路
を

以
て
一
荷
若
く
は
二
荷
輸
送
せ
ら
れ
、
聞
も
な
ぐ
海
路
に
代
り
五
十
栂
百
樽
と
積
み
出
さ
れ
、
一
光
和
二
年
犬
阪
に
京
口
油
問
屋
が
生

れ
て
後
、
同
三
年
に
は
江
戸
積
油
問
屋
(
江
戸
口
油
問
展
)
が
起
る
に
至
っ
た
。
営
時
江
戸
は
未
だ
開
府
早
々
で
此
の
下
旬
泊
を
引
き

請
く
る
も
の
危
ぐ
犬
阪
よ
り
出
庖
を
設
け
て
油
を
買
っ
た
と
い
ふ
。
此
の
栴
路
運
輸
が
大
阪
を
し
て
泊
の
中
心
蝋
た
ら
し
め
た
一
因

を
悲
し
て
ゐ
る
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

績
い
て
疋
保
年
聞
に
は
近
在
の
絞
油
業
者
の
泊
を
引
請
け
る
出
泊
問
屋
が
始
り
、
更
に
寛
文
年
聞
に
至
っ
て
大
阪
東
町
奉
行
石
丸

近
世
H

駅
前
業
的
資
撞

第
四
十
六
巻

大
二
五

第
四
観

七

12) 製油録上、搾油濫筋(日本財政恕済史料三ノ一一七百)
13) 古事者?苑器用部 14) 魚肉~i畢井、富il掲帯六六頁
15) 製油録上、搾油産階事(日本財政経済史料三ノ一一七頁)
16) 宰悶成友、江戸と大陵、四頁
17)18)19) 搾泊置筋(日本財政経済史料三ノ一一凡頁)江戸口京口 idl問屋株名前幌



近
世
絞
油
業
の
溌
建

第
四
十
六
巻

六
一
一
六

丹、

第
四
観

定
次
に
よ
っ
て
出
油
荷
受
問
屋
・
江
戸
積
問
屋
・
京
口
問
屋
・
絞
油
商
・
仲
民
が
各
そ
の
数
ぞ
制
限
さ
れ
山
山
又
一
疋
和
頃
よ
り
始
め
ら

れ
て
ゐ
た
綿
貫
絞
油
屋
も
菜
穂
絞
泊
昼
に
絶
え
や
暦
泊
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
之
も
石
丸
定
次
の
裁
断
に
よ
っ
て
爾
後
附
者
共
々
に
受
遣

の
迭
に
つ
宇
、
此
所
に
大
政
及
近
在
の
絞
油
業
が
漸
〈
整
ふ
比
五
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
を
以
て
略
ミ
中
世
か
ら
近
批
初
期
へ
か
け
て
の
絞
油
業
の
後
岐
に
伴
っ

τ、
大
阪
に
を
の
中
心
が
移
っ
た
市
中
は
明
か
で
あ
ら

円ノ
q

京
化
七
年
の
「
搾
油
慌
働
」
に
吹
ぎ
の
如
く
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
も
欣
た
き
事
で
は
友
い
。

『
詩
書
に
考
索

L
時
間
家
に
零
究
し
て
其
の
始
末
を
正
せ
ば
中
古
大
山
崎
の
長
木
に
端
を
ひ
ら
き
遠
里
小
野
の
搾
木
に
事
と
L

の
ひ
近
世
大
医
の
津
に

。
一
』

て
盛
に
庚
宝
り
し
故
な
れ
ば

併
し
乍
ら
『
貞
享
の
頃
油
入
用
相
増
大
阪
油
賀
民
多
人
数
と
・
な
り
:
:
け
」
等
と
云
は
れ
て
ゐ
る
如
く
、
泊
の
需
要
が
近
世
都
市
文
化

の
欄
熟
と
共
に
次
第
に
増
大
し
た
の
は
略
と
徳
川
中
期
以
後
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
多
少
年
代
は
下
る
が
貧
困
円
九
年
八
月
に
は
大

阪
三
郷
の
菜
種
絞
油
屋
は
二
百
四
十
軒
、
綿
賓
絞
油
屋
は
廿
五
府
と
た
っ
て
ゐ

b
。

か
く
の
如
き
大
阪
及
近
郷
の
絞
油
屋
の
褒
生
に
劃
し
て
地
方
の
絞
泊
業
は
何
時
頃
始
っ
て
ゐ
る
か
。
管
見
の
中
最
も
平
い
と
思
は

自

由

れ
る
の
が
大
津
絞
油
屋
の
寛
、
水
度
、
次
い
で
伊
勢
油
の
中
心
四
日
市
の
貞
享
度
で
あ
る
。
『
水
車
油
稼
専
ら
』
の
摂
津
蒐
原
郡
の
水
車

新
田
は
享
保
度
に
始
っ
て
ゐ
る
が
、
最
初
に
完
成
し
た
の
は
水
車
五
輔
で
あ
っ
て
、
共
後
徐
々
に
増
加
し
て
、
賓
暦
周
年
十
八
軌
と

た
り
更
に
天
明
四
年
に
は
廿
五
輔
と
た
っ
て
ゐ
る
。
又
伏
見
の
絞
油
屋
株
は
費
暦
七
年
御
完
と
な
り
、
街
中
世
か
ら
の
停
統
を
持
つ

近
江
で
油
屋
が
仲
間
と
し
て
京
都
町
奉
行
か
ら
認
め
ら
れ
た
の
は
安
永
二
年
、
丹
波
篠
山
領
下
で
も
安
水
二
年
に
始
り
、
関
東
に
於

け
る
絞
油
屋
株
御
免
は
天
明
五
年
頃
、
何
れ
も
大
阪
に
比
す
れ
ば
後
代
の
護
連
で
あ
る
。

2ol2r) 宵本文次、大阪東町・奉行石丸定次(経済史研究十五ノー)及最近の同氏ノ読
22) 日本財政経済史料第三巻一一七
23) 水油一件華世間抄録(醤農尚・務省蔵大医市役所筆篤本)
24) 差上ケ申一札之事(中原毅、播州蒐原郡水革新聞の泊稼水車に就いて、昭和入

年度京大農民演習報告) ・
25) 水前一件



ーー

明
和
度
の
仕
法
改
正

「
江
戸
の
町
三
迫
の
左
右
に
屈
を
は
り
て
園
子
餅
友
ん
ど
い
ふ
も
の
商
ふ
も
の
享
保
の
頃
は
絶
て
友
き
程
な
り
し
と
い
ふ
に
今
は
暮

頃
に
な
れ
ば
か
つ
空
出
て
遣
も
せ
に
置
つ
ら
ね
橋
の
上
ま
で
も
並
ぺ
て
あ
き
の
ふ
に
そ
油
火
て
ら
し
て
夜
を
か
さ
れ
い
ま
た
寅
女
屋
た

ん
と
も
近
頃
い
や
ま
し
て
是
ま
た
疫
を
自
に
あ
き
友
へ
ば
近
世
に
至
り
て
油
の
つ
ゐ
へ
も
い
く
は
く
そ
や
i
:・
』
ー
と
は
松
平
定
信
が

そ
の
著
物
債
論
に
慨
言
し
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
誠
に
近
世
都
市
の
褒
逮
と
共
に
殿
油
の
需
要
は
営
然
に
増
大
す
る
。
遠
く
閥
商
か
ら

そ
の
大
部
の
供
給
を
仰
が
ね
ば
た
ら
社
い
江
戸
に
と
っ
て
そ
の
供
給
が
闘
滑
寸
あ
る
か
如
何
か
は
極
め
て
軍
要
危
問
題
と
な
る
。
幕

府
も
亦
特
K
袖
に
劃
す
る
政
策
を
怠
る
わ
け
に
は
行
か
た
か
っ
た
。
大
阪
市
史
に
よ
れ
ぽ
早
〈
元
秘
十
四
年
忙
茶
種
及
茶
種
泊
の
買

占
禁
止
が
燭
れ
ら
れ
て
ゐ
る
が
政
策
が
漸
〈
本
格
的
と
な
っ
た
の
は
明
和
七
年
の
仕
法
改
豆
頃
で
あ
る
。
営
時
幕
府
の
策
し
た
方
針

は
兎
も
角
も
大
阪
地
方
の
油
の
生
産
宇
一
国
滑
に
す
る
震
大
阪
へ
菜
種
を
集
中
す
る
事
で
る
っ
た
。
寛
保
三
年
一
一
月
廿
四
日
の
燭
に

近
年
不
作
故
か
、
大
坂

h
積
廻
候
菜
種
無
数
成
M
W
-
一付、

-
-
而
袈
積
作
噌
大
坂
表
へ
積
廻
可
申
候
・
・
』

水
泊
高
直
に
で
諸
人
難
健
一
一
有
之
M

仲
間
、
悶
々

『
図
々
よ
り
菜
種
大
坂
表
h
積
来
侠
島
、

と
あ
り
、
叉
同
様
の
意
味
を
強
調
し
た
燭
は
費
時
九
年
入
月
三
日
に
も
出
さ
れ
、
以
後
も
結
え
や
操
り
返
さ
れ
て
、
菜
種
大
阪
廻
送

は
幕
府
燈
油
政
策
の
一
中
心
問
題
と
左
っ
て
ゐ
る
。

の
み
た
ら
や
幕
府
は
菜
穂
大
阪
廻
迭
を
徹
底
す
る
鏡
、
地
方
の
絞
油
業
を
制
限

さ
へ
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
邸
ち
明
和
三
年
五
月
十
一
日
の
燭
の
一
節
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。

『
寛
保
=
一
亥
年
大
坂
町
奉
行
-
一
一
向
申
渡
候
遇
、
今
以
一
凶
切
続
車
頁
諦
絞
油
稼
い
た
し
凶
者
有
之
段
相
聞
へ
、
心
得
還
の
至
り
に
候
。
依
之
叉
相
鯛
候
。

近
世
絞
油
業
の
愛
護

第
四
挽

九

第
四
十
六
巻

ノ、

七

揖
罰金闘堪

頁

同

七
山

〉
幡
町
加
配

書
上
下

上
書
鑑

口
遺
金

恐
品
清
氏

乍
梁
牧

四日市市見四五回頁
江戸御表江御召以来日記(神戸市大利率策民議)
御大趨純念京都府伏見町誌四五七頁
人カ油株作法帳(八幡町・共有)
出泊慶書物一件{大阪市役所蔵)
大医市奥第三巻一同九頁
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26) 
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第

四

銃

一

三

O

何
れ
の
図
々
に
で
も
手
作
の
絞
草
を
以
手
絞
り
い
た
L
其
分
の
泊
を
犬
坂
表
へ
出
し
泊
屋
共
へ
可
積
登
儀
に
て
一
一
府
内
た
り
と
も
他
の
絞
草
を
民
受

絞
拍
稼
い
た
し
り
儀
不
相
成
事
に
凶
阿
其
旨
相
心
得
・
』

近
世
絞
油
業
の
設
建

第
四
十
六
巻

六
二
人

尤
も
此
の
手
作
の
絞
草
を
以
て
手
絞
り
す
る
以
外
絞
泊
を
祭
止
さ
れ
た
の
は
ど
の
地
方
で
あ
っ
た
か
、
詳
細
に
之
す
明
か
に
し
え

た
い
が
.
大
阪
廻
着
の
茶
程
が
西
間
幽
地
方
の
も
の
で
あ
る
事
か
ら
し
て
賞
質
的
に
は
中
国
四
国
九
州
地
方
で
あ
っ
た
と
閉
山
は
れ
る
。

而
し
て
此
等
の
簡
に
よ
っ
て
保
護
せ
ら
れ
た
の
は
云
ふ
迄
も
な
〈
大
阪
及
探
釘
泉
の
一
帯
で
あ
っ
て
、
同
和
七
年
の
仕
法
に
よ
っ
て

も
明
か
で
あ
る
。

明
和
七
年
八
月
の
所
謂
明
和
度
の
仕
法
改
E
K
於
て
も
絞
草
た
る
菜
種
及
綿
貫
即
ち
雨
積
物
の
大
阪
集
巾
が
そ
の
政
策
の
中
心
で

あ
っ
た
。
此
の
改
正
に
於
て
、
大
阪
以
外
揖
河
泉
在
々
に
於
て
も
絞
油
屋
株
を
定
め
、
三
図
以
外
の
地
方
に
於
て
『
手
作
手
絞
』
以
上

の
絞
油
を
厳
重
に
取
締
る
と
共
に
、
他
方
絞
草
た
る
雨
積
物
の
配
給
を
闘
滑
に
す
る
銭
特
に
絞
草
の
買
口
を
定
め
る
に
至
っ
た
事
は

注
同
し
友
け
れ
ば
な
ら
む
。
そ
れ
に
よ
れ
ば

-
、
大
阪
雨
絞
油
屋
川
H
大
阪
廻
着
の
分
は
勝
手
吹
第
、
五
畿
内
か
ら
も
牢
口
銭
に
て
直
買
。

=
、
掃
州
灘
白
雨
組
(
水
車
拍
稼
)
H
U
茶
種
は
克
原
、

八
部
、
武
庫
三
郡
内
の
み
、
但
し
水
車
新
田
の
み
は
そ
れ
以
外
大
阪
廻
着
の

中
よ
り
一
高
五
千
石
を
買
入
れ
う
る
。
綿
貫
は
大
阪
以
外
の
五
畿
内
関
東
等
何
れ
よ
り
も
。

三
、
撮
河
泉
水
車
人
力
泊
稼
(
灘
目
雨
組
を
除
く

)
1菜
種
は
水
車
稼
は
一
闘
限
り
買
入
、
人
力
は
五
畿
内
よ
り
、
約
貨
は
犬
阪
以
外

五
畿
内
よ
り
質
入
れ
る
。

以
上
概
括
せ
し
所
に
よ
っ
て
、
大
阪
以
外
様
河
泉
の
油
稼
業
は
、
水
車
新
田
を
除
い
て
専
ら
横
河
泉
乃
至
五
畿
内
に
て
絞
草
を
賀

牧民金鑑下四O七頁 5) 牧民金鑑下四O八t'i
『構河泉州三ケ園之外泊絞之僕者…ー手作絞之分者;fJt.BII他之絞草買受相稼レ1・儀
者 堅停止=¥1.Ji牧民金鑑下回-0買
牧民金鑑下回C九頁

4) 
6) 

7) 



入
れ
、
大
阪
に
到
着
す
あ
諸
図
の
絞
亭
は
専
ら
大
阪
絞
油
屋
の
猪
占
す
る
所
と
去
っ
て
ゐ
る
事
が
明
か
で
る
る
。
そ
れ
に
臆
じ
で
大

阪
の
雨
種
物
問
屋
も
京
口
・
江
戸
口
油
問
屋
と
共
に
株
を
詐
可
せ
ら
れ
一
居
濁
占
を
強
化
し
た
事
も
此
の
改
革
の
特
色
で
る
る
。

向
そ
の
他
陀
油
問
屋
の
口
銭
減
少
を
巾
付
け
た
此
の
改
革
は
直
接
に
は
油
直
段
の
下
直
に
成
る
事
を
目
的
と
し
て
ゐ
る
が
、
延
い

て
は
江
戸
廻
泊
潤
様
策
の
現
れ
で
あ
る
こ
と
は
一
京
ふ
迄
も
な
い
。

腐
者
江
戸
大
坂
江
之
町
油
備
と
し
で
絞
株
差
許
し
候
』
と
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
事
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。
併
し
此
の
改
革
に
は
向

天
保
三
年
十
一
月
廿
コ
一
日
の
燭
菩
に
も
『
締
津
・
河
内
・
和
泉
・
矯

大
阪
商
人
の
濁
占
策
が
興
っ
て
力
が
あ
っ
た
と
考
へ
ね
ば
な
ら
胤
。
文
政
末
年
か
ら
天
保
初
年
へ
か
け
て
開
閉
絞
油
業
を
調
査
し
た

幕
府
の
支
配
勘
定
楠
原
謙
十
郎
の
調
脊
一
設
の
中
に

『
一
概
右
元
立
(
明
和
民
の
仕
法
)
之
伺
彼
旭
町
奉
行
所
常
仰
の
魁
に
て
は
川
和
之
度
問
所
町
人
日
野
町
民
陀
左
衛
門
l
r
一
申
者
一
仔
市
巾
立
候
越
を
以
収
制

。

伺
に
相
成
常
時
の
御
主
法
被
仰
向
凶
説
、
と
相
見
申
候
虎
素
よ
り
買
買
の
便
利
専
ら
に
湖
排
仕
存
寄
申
立
候
儀
昌
御
座
候
・
』

と
明
か
に
記
さ
れ
、
謙
十
郎
が
明
和
皮
の
仕
法
を
桜
力
批
難
し
た
所
で
あ
る
。
然
ら
ぽ
日
野
屋
庄
左
衛
門
と
は
何
者
で
る
っ
た
ら
う

か
。
外
で
は
泣
い
京
橋
五
丁
目
に
あ
っ
た
京
口
泊
問
屋
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
此
の
仕
法
改
正
が
大
阪
納
掛
り
の
者
の
利
続
を
守

る
と
一
式
ふ
結
果
に
怠
っ
た
事
は
文
営
然
の
理
由
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

さ
れ
ば
こ
そ
天
保
三
年
に
此
の
明
和
度
の
仕
訟
が
改
正
さ
れ

ょ
う
在
し
た
時
、
攻
ぎ
に
引
用
す
る
如
く
大
阪
泊
闘
係
業
者
は
極
力
反
謝
し
た
の
で
る
る
。

『
柚
懸
り
之
者
え
心
得
方
利
害
等
申
聞
相
試
候
慮
不
埼
之
儀
而
己
申
立
承
伏
之
勝
利
見
え
不
申
去
春
以
来
大
坂
町
来
行
所
に
お
ゐ
て
申
渡
有
之
儀
も

内
貸
相
拒
号
、
懸
り
役
筋
之
者
を
も
欺
き
候
俄
共
一
旦
之
必
符
遮
と
も
相
見
え
不
申
畢
党
大
坂
表
之
俄
ハ
油
賢
買
一
冗
中
止
之
地
ニ
有
之
候
上
ハ
強
而
御
手

E

』

之
入
れ
、
b

れ
方
も
有
之
間
敷
と
申
儀
と
心
得
謹

然
ら
ぽ
仰
が
故
に
大
阪
油
問
屋
そ
の
他
の
油
関
係
業
者
が
改
め
て
自
己
の
濁
占
を
強
化
し
左
け
れ
ば
友
ら
'
広
か
っ
た
か
。
そ
れ
は
云

妊
世
絞
油
業
の
設
建

第
四
十
六
答

六
二
九

第
四
蹴

大阪市史第三径七七六頁
牧民金鑑下四三ニ頁
水油一件
大阪市史第一巻ー0七五頁
フ'J<i由一件

8) 
9) 

10) 

1I) 
12) 



近
世
綾
油
業
白
後
遺

傍
四
十
六
巻

第
四
説

一

ノ、

O 

ふ
迄
も
な
〈
概
何
泉
在
方
の
絞
油
業
の
撞
顕
で
あ
る
。
明
和
七
年
営
時
大
限
で
は
菜
種
絞
油
屋
が
二
百
五
十
軒
、
綿
貫
絞
油
屋
三
十

五
帆
で
あ
っ
た
が
、
婦
、
河
泉
在
方
に
も
最
旧
ア
之
左
同
等
或
は
之
以
上
に
夜
逃
し
て
ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
る
ョ
そ
れ
は
多
少
年
代
は
下

る
が
、
次

F
に
掲
げ
る
文
政
十
年
大
阪
町
奉
行
所
に
上
納
さ
れ
た
冥
加
銀
額
に
よ
っ
て
容
易
に
推
定
さ
れ
よ
う
。

『
一
、
金
二
百
四
十
八
両
三
分

銀
四
十
二
買
八
百
円
儀

奉
行
所
ね
相
納
川
町
抽
方
之
者
冥
加
金
銀

会
亥
年
中
ト
八
匹
町

Fヨ

金
九
十
二
一
隅
二
分

銀
十
九
貫
五
百
目
像

大
阪
市
中
間
油
屋
江
戸
口
京
ロ
雨
問
屋
泊
中
買
雨
積
物
問
屋
菜
種
綿
貫
絞
油
屋
井
泊
棺
職
之
者
相
納
凶
分

金
百
五
十
六
繭
一
分

銀
二
十
コ
一
貫
二
宵
目
儀

揖
河
泉
州
花
々
境
町
灘
目
佐
吉
村
請
負
前
稼
人
井
右
三
ケ
岡
荷
鱗
所
之
者
相
納
凶
分

外

叙
五
貰
五
百
目
録

灘
目
水
草
新
岡
泊
稼
請
負
人
冥
加

銀
誌
六
郎
左
衛
門
方

h
相
納
川
町
分

殊
に
灘
目
府
組
と
稲
せ
ら
れ
る
時
間
津
武
庫
蒐
原
八
部
三
郡
内
八
十
楠
(
安
永
四
年
以
後
八
十
一
輔
)
の
水
車
絞
油
は
大
阪
に
封
ず
る
強
敵

で
あ
っ
た
。
水
車
絞
り
と
は
い
へ
基
本
的
作
業
た
る
絞
油
工
程
に
は
差
別
は
た
い
が
、
準
備
工
程
た
る
茶
種
綿
貫
の
粉
末
化
に
水
車

の
力
を
利
用
し
て
ゐ
る
執
は
云
ふ
迄
も
友
く
、
そ
れ
に
従
っ
て
規
模
も
比
較
的
大
で
あ
っ
た
事
や
イ
灘
目
水
車
之
儀
ハ
水
力
茜
鼠
〈

夫
に
準
じ
諸
道
具
寓
端
至
桜
丈
夫
に
静
置
』
ー
と
云
は
れ
て
ゐ
る
鮪
等
か
ら
考
へ
て
、
兎
も
角
大
阪
の
人
力
油
絞
以
上
の
生
産
力
を
有

し
て
ゐ
た
事
は
想
像
に
難
〈
友
い
。
製
油
録
は

『
水
車
は
左
に
屈
す
る
遇

P
胸
拍
を
仕
か
け
夫
に
て
粉
と
す
る
ゆ
ゑ
其
手
間
大
ひ
に
遺
へ
り
搾
り
た
る
所
の
袖
円
か
ハ
る
こ
と
な
け
れ
ど
も
柚
の
抜 巴'"

水柚一件
ホ袖一件
西灘村奥四三五頁

13) 
14) 
15) 



方
あ
し
き
と
で
糟
の
直
段
は
人
力
絞

P
よ
り
ハ
少
し
劣
れ
り
然
れ

E
も
石
数
多
〈
し
ぼ
る
が
ゆ
ゑ
算
常
は
人
力
よ
り
宜
し
。

し

惜

ヲ

て

そ

~

づ

ら

加

hvv

持
P
人
一
人
添
槌
一
人
親
司
一
人
下
働
き
二
人
〆
五
人
に
て
穂
子
三
石
六
斗
綿
貫
な
ら
ば
三
百
〆
回
を
し
ぼ
る
也
常
白
人
力
に
で
は
こ
石
も
し
ぼ
る

所
を
右
の
石
敷
を
搾
る
こ
と
な
れ
ば

rふ
行
〈
事
水
車
に

L
〈
と
と
な
し
』

と
此
の
間
の
事
情
を
明
か
に
記
し
、
従
っ
て
又
仙
の
生
産
費
も

『
一
水
車
一
日
菜
種
五
石
絞
同
所
柚
凡
一
石
に
相
成
陣
。
此
入
用
三
十
二
匁
二
分
間
座
。

一
、
大
坂
入
力
絞
一
日
英
穏
五
石
絞
凶
所
泊
凡
一
石
に
相
成
凶
。
此
入
用
五
十
五
匁
二
分
。

と
水
車
絞
り
が
優
越
の
地
位
に
る
る
事
は
明
か
で
あ
る
。
さ
れ
ば
次
第
に
路
頭
ず
る
水
車
新
田
十
九
輔
の
絞
油
屋
が

『
唯
今
迄
尼
崎
兵
府
浄
雄
港
に
阿
油
絞
り
草
山
貝
清
水
車
線
仕
来
凶
所
布
油
田
地
共
議
院
り
水
車
道
上
銀
上
納
灘
成
に
付
向
後
大
風
表
種
物
問
屋
よ
り
油

9
 

繰
り
草
買
消
度
』

と
一
ヶ
年
凡
菜
種
一
高
九
千
八
百
石
綿
貫
五
十
四
高
賞
程
を
求
め
た
に
針
し
、
大
阪
三
郷
菜
種
綿
貫
雨
絞
納
屋
の
方
は
『
是
迄
他
所

寅
寅
不
致
泊
種
新
聞
之
者
共
に
被
山
貝
取
候
而
は
大
坂
表
の
菜
種
無
数
相
成
此
上
渡
世
難
成
候
』
と
抗
議
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
時
の

訴
訟
の
結
果
犬
阪
方
も
絞
油
屋
は
過
料
、
種
物
問
屋
は
御
叱
り
、
水
車
新
田
絞
油
屋
も

『
水
車
運
上
相
納
候
儀
を
申
立
に
い
た
し
不
相
常
成
油
絞
り
草
買
諦
度
旨
重
さ
高
成
願
始
末
不
埼
に
付
御
叱
賢
被
極
M

山』

と
た
っ
た
。
尤
も
此
の
機
舎
か
ら
菜
穂
五
千
石
(
大
坂
廻
着
十
四
五
高
石
に
針
し
て
)
綿
貫
十
一
一
局
貫
(
犬
阪
廻
着
コ
一
十
高
賞
に
針
し

て1
}

を
大
阪
よ
り
買
入
れ
る
事
に
怠
っ
た
。
か
く
の
如
き
揖
河
泉
在
方
の
接
頭
乙
そ
rm
に
大
阪
油
闘
係
業
者
を
し
て
仕
法
改
正
に
向

は
せ
た
貫
大
在
原
因
で
あ
っ
た
。
況
し
て
や
接
頭
す
る
の
は
掃
討
泉
の
み
で
は
た
か
っ
た
事
に
於
て
ゐ
や
。

江
戸
廻
納
潤
津
を
目
指
し
乍
ら
そ
れ
さ
へ
も
満
た
し
得
友
い
快
陥
は
既
に
此
所
に
存
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
併
し
此
の
仕
法
は
天

近
世
絞
油
業
の
設
建

第
四
十
六
巻

第
四
銃

一一一

六

色=16)

16) 製油鎌上
17) 辻伊兵衛氏窺(rl'原毅、揖滞芝原郡水11':mr聞のt由椋水車に就いて、J!frJ肱)
18) 灘日爾組の中の である。

19)20) 差上ケ申一札之事(中原毅、前掲報告所牧)
2') 江戸御表江御召以落日記
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近
世
絞
品
開
業
白
裂
達

t
F
四
十
六
巻

一」
ノ、

第
四
競

四

保
三
年
の
改
革
に
至
る
迄
略
と
緋
持
せ
ら
れ
.
そ
の
問
絞
草
の
大
阪
廻
選
奨
励
・
地
方
手
庚
の
油
稼
禁
止
の
令
は
、
安
永
五
年
十
二
月

寛
政
九
年
・
文
政
五
年
・
文
政
八
年
一
月
と
反
覆
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
両
。
特
に
寛
政
九
年
の
細
書
の
如
き
『
水
車
を
以
て
絞
立

候
ハ
、
手
作
手
絞
一
一
者
不
相
山
首
ニ
付
白
不
疋
之
義
も
出
来
候
哉
一
一
付
右
惜
紛
敷
等
致
候
ハ
、
吟
味
:
:
:
』
と
、
地
方
の
水
車
絞
迄
禁

止
す
る
程
で
あ
っ
た
u

し
か
も
此
等
の
集
制
は
後
述
す
ヲ
也
知
く
大
阪
や
水
車
新
旧
の
絞
油
屋
の
『
見
札
し
』
な
る
事
寅
を
見
て
も
賓
際

放
力
の
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
定
政
+
年
廃
品
鷹
司
叫
に
泊
御
問
所
が
設
け
ら
れ
絞
泊
栄
が
務
俸
と
し
て
行
は
れ
た
が
如
き
も
明
日
地

方
絞
州
北
一
が
寅
際
に
制
限
さ
れ
た
偽
で
あ
っ
た
と
考
へ
る
事
が
出
来
る
。
尤
も
地
域
的
に
見
て
前
述
の
如
く
略
と
間
前
諾
闘
に
於
て

で
あ
る
事
は
云
ふ
迄
も
た
く

『
闘
東
筋
奥
州
北
岡
筋
ノ
偶
者
大
坂
表
江
程
遠
海
路
相
隔
り
(
中
略
)
納
絞
之
者
共
絞
株
之
者
乱
之
上
貰
買
差
免
川
町
(
中
略
)
勿
論
無
株
ハ
難
相
成
』

な
る
寛
政
九
年
の
鰯
蓄
は
之
を
明
か
に
し
、

し
か
も
西
市
諸
国
に
於
て
は
私
領
幕
領
の
区
別
な
く
支
配
さ
れ
た
様
で
あ
る
。

叉
伊
勢

近
江
山
城
丹
波
等
に
事
賃
上
絞
油
業
が
存
し
た
事
は
既
に
言
及
し
た
通
り
で
あ
る
。
(
未
完
)
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